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(54)【発明の名称】 超音波装置

(57)【要約】
【課題】  超音波画像を撮像し、その画像上でとらえた
患部に治療用超音波エネルギーを的確に集束させる。
【解決手段】  一つの超音波探触子１０に撮像用と治療
用の超音波トランスデューサ１１、１２が含まれてお
り、トランスデューサ１１を介して超音波の送受を行っ
て被検体内の超音波画像を撮像し、その超音波画像にお
いて血栓部３４を特定すると、コントローラ２２はその
位置情報に応じて位置決め装置１３を制御して治療用超
音波トランスデューサ１２の角度を定め、治療用超音波
ビーム３６が血栓部３４に集束するようにする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  撮像用超音波トランスデューサと治療用
超音波トランスデューサとが含まれ、かつ少なくとも治
療用超音波トランスデューサの位置決めを行う位置決め
装置が内蔵された超音波探触子と、上記の撮像用超音波
トランスデューサを介して超音波の送受を行い被検体内
の超音波画像を得る超音波撮像手段と、該超音波画像上
で検出された治療部位の位置情報に応じて上記の位置決
め装置をコントロールする制御手段とを備えることを特
徴とする超音波装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、超音波を送受し
て被検体内の断層像を得たり、超音波を照射することに
よって治療を行ったりする超音波装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】超音波装置としては、従来、超音波診断
装置が一般的に用いられている。この超音波診断装置
は、超音波ビームを被検体(被検者の身体）内に照射
し、そのエコー信号をとらえることによって被検体内の
断層像を得たり、ドップラー現象を利用して血流などの
速度を検出したりするものである。これらの断層像や検
査結果は、被検者の病気の診断などに用いられる。
【０００３】一方、最近、超音波エネルギーを血管の血
栓部等に集束することによってこれを治療することも試
みられるようになってきている。このような治療用の超
音波ビームは、画像を得たりする場合の超音波ビームに
対し、周波数やパワーなどの点で大きく異なっている。
そのため、超音波診断装置と超音波治療装置とは別種の
装置として構成されることが普通である。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、従来の
ように超音波診断装置と超音波治療装置とを別種の装置
として構成する場合には、治療用超音波ビームを患部に
集束させることが困難であることが多い、という問題が
ある。すなわち、治療用超音波ビームを患部に集束させ
るよう位置決めする際に、超音波断層像などの他の診断
画像を用いる必要があるが、その画像における位置と実
際の位置との間の関係の把握がいま一つ難しく、正確な
位置決めが困難である。
【０００５】この発明は、上記に鑑み、超音波画像を撮
像できるとともに、その画像上でとらえた患部に実際に
治療用超音波エネルギーを集束することが容易であるよ
うに改善した、超音波装置を提供することを目的とす
る。
【０００６】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、この発明による超音波装置においては、撮像用超音
波トランスデューサと治療用超音波トランスデューサと
が含まれ、かつ少なくとも治療用超音波トランスデュー
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サの位置決めを行う位置決め装置が内蔵された超音波探
触子と、上記の撮像用超音波トランスデューサを介して
超音波の送受を行い被検体内の超音波画像を得る超音波
撮像手段と、該超音波画像上で検出された治療部位の位
置情報に応じて上記の位置決め装置をコントロールする
制御手段とが備えられることが特徴となっている。
【０００７】撮像用超音波トランスデューサと治療用超
音波トランスデューサとが一つの超音波探触子内に納め
られているため、それらの各々から発せられる超音波ビ
ームの間の位置関係が固定的なものとなっていて、位置
関係の把握が容易である。つまり、撮像用超音波トラン
スデューサを介して超音波の送受を行って被検体内の超
音波画像を撮像し、その超音波画像において自動または
手動で治療部位を検出するなら、治療用超音波ビームを
位置決めすることが容易である。すなわち、撮像した超
音波画像上で治療部位を検出し、その部位に対して、治
療用超音波トランスデューサから発せられた治療用超音
波ビームが集束するよう、治療用超音波トランスデュー
サを位置決めするように位置決め装置をコントロールす
ることができる。
【０００８】
【発明の実施の形態】つぎに、この発明の実施の形態に
ついて図面を参照しながら詳細に説明する。図１に示す
超音波装置において、超音波探触子１０には撮像用の超
音波トランスデューサ１１と治療用の超音波トランスデ
ューサ１２とが内蔵されている。これらのトランスデュ
ーサ１１、１２は、いずれも多数の超音波振動子エレメ
ントよりなる。さらにこの超音波探触子１０には治療用
超音波トランスデューサ１２の角度方向などを変える位
置決め装置１３が内蔵されている。この位置決め装置１
３はたとえばステッピングモータなどからなる。
【０００９】この超音波探触子１０は、たとえば脳血栓
を溶解することによってこれを治療するために用いるも
のとすると、図１に示すように頭部３０において、頭蓋
骨３１を切開した部分に密着させられる。これにより、
頭蓋骨３１を介さずに直接、撮像用および治療用の超音
波トランスデューサ１１、１２からの超音波ビームを、
脳３２に入射することができる。
【００１０】撮像用超音波トランスデューサ１１はケー
ブルなどを介して送信・受信装置１４に接続されてい
る。この送信・受信装置１４は、撮像用超音波トランス
デューサ１１の各エレメントに駆動用パルスを送って各
エレメントをいっせいにパルス駆動し、これらから超音
波を発射させる。その発射タイミング（位相）は、各エ
レメントごとに電子的に制御され、これによって各エレ
メントから発生する超音波ビームの合成波ビームの方向
と焦点とが定められる。
【００１１】こうして超音波ビームが脳３２内に入射さ
せられると、脳３２内で反射し、そのエコーが返ってき
て、撮像用超音波トランスデューサ１１の各エレメント
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を振動させる。各エレメントで生じた受信信号は送信・
受信装置１４に送られ、その受信信号の各々に所定の遅
延時間（位相差）が与えられて合成されることにより、
合成受波超音波ビームの方向と焦点とが定められる。
【００１２】このような超音波送信時と受信時とにおけ
るタイミング（遅延、位相）の電子的な制御が送信・受
信装置１４によって行われることにより、送信時および
受信時の合成超音波ビームの電子的なコントロールが行
われることになる。これにより、たとえば撮像用の送信
および受信超音波ビーム３５が所定の断面を扇型に走査
するような電子的なスキャンが可能になる。
【００１３】こうして得られた受信信号はＡ／Ｄ変換さ
れた後データ処理装置１５に入力されてデータ処理され
ることにより、合成超音波ビームでスキャンした断面で
のエコー強度分布像つまりその断面での超音波断層像の
画像データが得られる。この画像データは、コンピュー
タ１６に送られてディスプレイ装置１７のスクリーンに
表示されるとともに、さらにコンピュータ１６を介して
画像処理装置２１に送られる。
【００１４】そこで、医師などのユーザーが、スクリー
ンに写し出された超音波断層像に現れた脳血管３３中の
血栓部（患部）３４を観察することができる。この観察
によって血栓部３４の位置や大きさなどを正確に把握す
ることができる。血栓部３４の把握のためには、ドプラ
ーシフトを利用した血流画像を撮像して、これをディス
プレイ装置１７のスクリーン上に表示することも望まし
い。
【００１５】こうして把握した位置や大きさなどの位置
情報は、キーボード１８やマウス１９などを操作し画像
上でその血栓部３４を指示するなどにより、入力するこ
とができる。入力されたスクリーン上の位置情報は画像
処理装置２１において処理されて、画像と関連付けられ
る。つまり撮像用超音波トランスデューサ１１の位置と
関連付けられた位置情報が求められる。この位置情報は
コントローラ２２に入力される。コントローラ２２は、
この位置情報に基づき位置決め装置１３を制御して、治
療用超音波トランスデューサ１２から発射される治療用
超音波ビーム３６が血栓部３４に向かうように、その角
度を調節する。また、コントローラ２２はその位置情報
に基づいて治療用超音波ビーム３６が血栓部３４に集束
するようパルス駆動装置２３を制御する。
【００１６】パルス駆動装置２３は、治療用超音波トラ
ンスデューサ１２の多数の振動子エレメントの各々に与
える駆動用パルスを発生するもので、それらのパルスの
位相を電子的にコントロールすることによって、各振動
子エレメントから発生した超音波ビームにより合成され
る合成超音波ビームの焦点（集束点）を定める。なお、
この治療用超音波は周波数が２００ｋＨｚ程度であり、
撮像用超音波トランスデューサ１１から発射させられる
撮像用超音波の周波数が３ＭＨｚ程度であるのと比べ *
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*て、低いものとなっている。また、治療用超音波は血栓
を溶解できるほどのエネルギーを持たせるために、撮像
用超音波の約１０倍程度のパワーとされる。
【００１７】こうして、治療用超音波ビーム３６が、治
療対象部位である血栓部３４に正確に集束されることに
なり、血栓溶解治療を的確に行うことができる。さら
に、その超音波照射治療中も、撮像用超音波トランスデ
ューサ１１からの撮像用超音波ビーム３５でスキャンす
ることによって血栓部３４付近の超音波断層像を得てこ
れをディスプレイ装置１７のスクリーン上に表示するこ
とができる。そのため、治療中の様子をリアルタイムで
モニタすることができるとともに、治療効果の判定も容
易にできる。
【００１８】なお、ここでは、超音波画像をディスプレ
イ装置１７のスクリーン上に表示し、これを医師等が観
察して、患部を特定し、その位置などを入力するように
しているが、画像処理装置２１により患部を自動的に検
出し、その位置情報をコントローラ２２に受け渡すよう
に構成することもできる。その他、撮像用超音波トラン
スデューサ１１の方についても位置決め装置を用いてそ
の角度などを調整できるようにしたり、データ処理装置
１５や画像処理装置２１などを別個に用いることなく、
同様に機能をコンピュータ１６で作動させたり、逆にコ
ンピュータ１６をとくに用いることなく同様の機能を達
成することもできるなど、この発明の趣旨を逸脱しない
範囲で、具体的な構成などは種々に変更可能である。
【００１９】
【発明の効果】以上説明したように、この発明の超音波
装置によれば、超音波画像を撮像し、その画像上で検出
した患部に対して治療用超音波ビームを的確に集束させ
ることができて、治療効果を向上させることができる。
また、治療中も患部周辺を超音波画像によりモニタする
ことができるとともに、その画像を用いて治療効果を判
定することもできる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の実施の形態を示すブロック図。
【符号の説明】
１０            超音波探触子
１１            撮像用超音波トランスデューサ
１２            治療用超音波トランスデューサ
１３            位置決め装置
１４            送信・受信装置
１５            データ処理装置
１６            コンピュータ
１７            ディスプレイ装置
１８            キーボード
１９            マウス
２１            画像処理装置
２２            コントローラ
２３            パルス駆動装置
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３０            頭部
３１            頭蓋骨
３２            脳
３３            脳血管 *
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*３４            血栓部
３５            撮像用超音波ビーム
３６            治療用超音波ビーム

【図１】
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